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●2学期人権・同和教育特別授業・・・「差別の歴史的起源について」 

 対象：2年生全コース及び教員 担当：人権・同和教育部 松村建 
 
 今回の特別授業では、ただ単に差別の歴史的背景を掘り下げて、差別された人々に焦点をあてるのでは 

 なく、差別する側に焦点を当て、差別に至る心理状況について見て行った。そして、未知なるものや、 

 自分が属する多数者集団とは異なる少数者に対する漠然とした不安や怖れの念が、具体的な人間関係や 

 経済的な利害などと結び付き、こじれた場合に、激しい感情の発露としての差別的発言や行動となって 

 現れることに触れ、現代社会においても、「よく知らない」「よく分からない」事柄から受け取る負の感 

 情を、ＳＮＳで安易に投稿したり、「いじり」と称して茶化しながら相手に直接指摘したりすることで、 

 誰かを傷つけている場面が多々あるのではないかということを問いかけて、考えさせることに努めた。 
 

★研修から学んだこと・感想・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●最初は絶対面白くないと思っていたけど、聞いているうちに引き込まれ、スクリーンに見入ってしまっていた。とても心に 
 残ったし、自分でも調べてみたいと思った。（スポーツコース男子） 
 
●過去の話が多くて難しかったので、自分としてはあまり現代のことに目を向けられなかった。もう少しだけ現代のことにつ 
 いて話を長くして、説明してほしいなと思った。（スポーツコース男子） 
 
●私は今日の話を聞き、昔は今以上に差別（いじめ）があったこと、そして今でも差別（いじめ）が完全に無くなった訳では 
 なく、現実に存在していることだと分かった。差別（いじめ）が存在するということは、人権意識や人権感覚を身につけて 
 いない人がまだ多いということだと思う。私も気付かない間に、人を傷つけていたことがあったかもしれないので、これか 
 ら自分の言動に責任をもって過ごしていきたい。そして差別（いじめ）を少しでも減らすために周りに差別（いじめ）がある 
 のではと気付いた時には、勇気をもって注意して行きたい。（文理コース女子） 
 
●昔は仕事によって差別された場合もあると聞いて、その仕事は社会にとっても、差別している人々にとっても必要な、大事な 
 仕事なのに、なぜ差別するのか分からなかったです。「自分は差別していない！だからこれくらいのことは相手に対して言っ 
 ても大丈夫！」と思っていても、相手が嫌がっていたら差別になるし、ＳＮＳで何も考えずに安易にアップしたりして、相手 
 が嫌だったらそれはしてはいけないことだと思うから、１つ 1つの行動に責任をもって、絶対人に差別をしないように心が 
 けようと思いました。（文理コース女子） 
 
●自分たちが生まれるよりずっと前から差別があったこと、そして今、自分たちの時代でもその差別の名残があるということ 
 を知ることが出来てよかったです。この差別を解消していくための取り組みを、次の時代の子ども達にも伝えて行きたいし、 
 差別はやってはいけないことだときちんと教えようと思いました。無意識のうちに差別をしているかもしれないので、ちゃ 
 んと考えて相手と話をしようと思いました。（文理コース男子） 
 
●最近だと、コロナウィルスの感染者や、医療従事者の方々に対する差別があって、世の中の為に尊い仕事をやってくれている 
 人々であっても、自分の身の危険を避けることばかり考えて、人を差別するようなことは、昔からの日本人の本質から来るの 
 かなと思いました。いじめも、被害者のケアも大切だけど、加害者をどうするかが大事だから、しっかり反省させることが、 
 やっぱり大切だなと思いました。（文理コース女子） 
 
●特別授業での話を聞いて、差別は昔から存在しているものなのだと知りました。職業によって差別を受ける人がいて、人とし 
 て扱われていなかったことや、差別する側もされる側もお互いが扶助し合って必要な関係なのに、差別する側はそれぞれ毛嫌 
 いして避けてきたということに人間心理の闇というか、集団で行動したがる日本人の心理もあるのかなと思いました。人と違 
 うから、自分と違うから相手を避けて差別してしまう、というのは現代のいじめでも共通する部分があると思います。差別を 
 廃止しよう、根絶しよう、と啓発や対策をしても水面下ではまだ差別は起こっているので、それを徹底的になくしていければ 
 いいなと思います。（文理コース女子） 
 
●中学校までの同和教育では、今回のような詳しい歴史を教えてもらうことがなかったので、自分が今まで勘違いしていたこと 
 が多くありました。差別されてきた人々へのイメージとして、その人たちはずっと歴史の中で差別され続けているというよう 
 に誤解していましたが、実際は差別の中にも時には差別者と被差別者が相互に支え合い、一定度の交流があったことが今日の 
 授業で分かりました。こうした些細な誤解や偏見や世間の常識に対して、正しい知識をもって解消していくという意味で、 
 今日の授業は歴史という観点からそれを行なうことが出来る良い機会だったと思います。（特別コース男子） 
 
●昔の人たちは現代の人と違って職業で差別していることが多く、その職業には、今日の私たちの生活にとってなくてはならな 
 い職業までもが差別されていたことにびっくりしました。あと、差別は差別する側に問題があって、ある人をいじっていると 
 思っていても、いじられている側の人は表向きはニコニコしていても、心の中では”いじめられている””苦しい”と感じている 
 かもしれないので、そういうことがないように気を付けて発言したり、行動したいです。私も、しっかりと人権意識と人権 
 感覚を身につけて、知らない間に人を傷つけているということが無いようにしたいです。（特別コース女子） 


